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自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール

№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 運営推進会議で話しあった内容 外部評価 記述

A．充分にできている

B．ほぼできている

C．あまりできていない

D．ほとんどできていない

A．充分にできている

B．ほぼできている

C．あまりできていない

D．ほとんどできていない

A．充分にできている

B．ほぼできている

C．あまりできていない

D．ほとんどできていない

A．充分にできている

B．ほぼできている

C．あまりできていない

D．ほとんどできていない

A．充分にできている A．充分にできている

B．ほぼできている B．ほぼできている

C．あまりできていない C．あまりできていない

D．ほとんどできていない D．ほとんどできていない

A．充分にできている A．充分にできている

B．ほぼできている B．ほぼできている

C．あまりできていない C．あまりできていない

D．ほとんどできていない D．ほとんどできていない

A．充分にできている

B．ほぼできている

C．あまりできていない

D．ほとんどできていない

7 権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援している

対応が必要な入居者がいるときは、運営者の
指示に従って説明、アドバイスを行う支援体
制ができています。

6 虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が
見過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

毎月のミーティングで虐待防止について委員
会を行っており、年2回ZOOMにて法人内のグ
ループホームや小規模多機能ホーム等との
研修も行っています。声掛けの仕方一つで印
象が変わるため、勘違いや誤解のないよう、
また、安心して生活していただけるように支援
しています。

5 身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「介護保険法指定基準に
おける禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解
しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア
に取り組んでいる

毎月のミーティングで身体拘束について委員
会を行っており、また年2回ZOOMにて法人内
のグループホームや小規模多機能ホーム等
との研修も行っています。入居者一人ひとり
に合わせた声掛けやケアを行い、支援してい
いけるように取り組んでいます。

4 市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

運営推進会議に参加された際、情報提供等
連絡を取れるように取り組んでいます。新型
コロナウィルス拡大防止の為、集まれないと
きは、書面にて報告を行っています。

担当者と民生委員との連絡を取って、情報共有し
ている。

3 運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価
への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

偶数月に、第三者委員会、支所等現状報告、
話し合いの中でご意見ご要望を頂きながら取
り入れており、サービス向上へ活かしていま
す。新型コロナウィルス拡大防止の為、集ま
れないときは、書面にて報告を行っています。

意思疎通は出来ている。利用者の状態を報告さ
れ、適切に活かされている。

Ⅰ.理念・安心と安全に基づく運営

1 理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念を
つくり、管理者と職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

理念「1.ゆっくり　ゆったり　けれどもしっかり」
「2.あったか地域であったか交流　みんなで作
ろうあったかの輪」の実現の為、両フロア内と
玄関、詰所に掲示しており、申し送りやミー
ティングの際に唱和し、共有を図っています。

2 事業所と地域とのつきあい

事業所は、利用者が地域とつながりながら暮らし続け
られるよう、認知症の人の理解や支援の方法などを
共有し、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

新型コロナウィルス感染拡大防止の為、現在
中止していますが、自治会に加入し定期的に
地域の方との交流会や、ボランティアなどで
交流を図れる体制を作っています。また、毎
週一回の介護ボランティアの方にも来ていた
だいていましたが、こちらも新型コロナウィル
ス感染拡大防止の為、現在中止しています。

現在活動ができていないが、自治会長との連携
は履かれている。



A．充分にできている

B．ほぼできている

C．あまりできていない

D．ほとんどできていない

A．充分にできている A．充分にできている

B．ほぼできている B．ほぼできている

C．あまりできていない C．あまりできていない

D．ほとんどできていない D．ほとんどできていない

A．充分にできている

B．ほぼできている

C．あまりできていない

D．ほとんどできていない

A．充分にできている A．充分にできている

B．ほぼできている B．ほぼできている

C．あまりできていない C．あまりできていない

D．ほとんどできていない D．ほとんどできていない

A．充分にできている A．充分にできている

B．ほぼできている B．ほぼできている

C．あまりできていない C．あまりできていない

D．ほとんどできていない D．ほとんどできていない

A．充分にできている

B．ほぼできている

C．あまりできていない

D．ほとんどできていない

A．充分にできている

B．ほぼできている

C．あまりできていない

D．ほとんどできていない

A．充分にできている

B．ほぼできている

C．あまりできていない

D．ほとんどできていない

15 馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

利用者の今まで過ごしてこられた生活歴や環
境、馴染みの関係を理解しながら、一人ひと
りに合わせた対応に努めています。

利用者一人一人の生活歴を理解しながら対応し
ています。

14 本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている

利用者は人生の先輩であるという思いを全職
員が共有しています。ご本人の持っている機
能や趣味、経験を活かせる機会を作ったり、
ほかの利用者と馴染みの関係作りができるよ
うな場面を作り、穏やかな生活ができるように
支援しています。

13 同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動
を通じて、サービスの質を向上させていく取り組みをし
ている

法人内のグループホーム間で、意見交換が
できる状況にあります。事業所連絡会を通
じ、他の事業所との交流が図れるように取り
組んでいます。

12 職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めている

医療・介護について専門の方による研修体制
が整っています。管理者、計画作成担当者だ
けでなく、職員全員が外部の勉強会、法人内
の研修に積極的に参加できるようになってい
ます。

11 就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各
自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備
に努めている

面接も運営者が関わっており、職員一人ひと
りについても、管理者との個人面談にて個々
に合わせた業務を遂行できるように指導され
ています。

10 運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

月一回の管理者会議にて、相談会の機会が
あり、そこで出た内容や助言をホームに持ち
帰り、管理者はミーティングや申し送り、申し
送りノートを活用して職員へ報告しています。

9
運営に関する利用者、家族等意見の反
映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならび
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映
させている

面会に来られた時などに、ご家族に本人の状
況をお伝えし、家族・本人からの要望は受け
入れ、職員間で解決できるところは解決し、検
討することは、運営者、関係者に相談して検
討しています。

8 契約に関する説明と納得
契約の締結、解約また改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

契約時に事業所の重要事項やケアに対する
考え方や取り組み、対応可能な範囲について
の説明をしています。利用料金や生活で起こ
りうるリスク、重度化対応、医療連携体制につ
いて詳しく説明し同意を得るようにしていま
す。



A．充分にできている

B．ほぼできている

C．あまりできていない

D．ほとんどできていない

A．充分にできている A．充分にできている

B．ほぼできている B．ほぼできている

C．あまりできていない C．あまりできていない

D．ほとんどできていない D．ほとんどできていない

A．充分にできている A．充分にできている

B．ほぼできている B．ほぼできている

C．あまりできていない C．あまりできていない

D．ほとんどできていない D．ほとんどできていない

A．充分にできている

B．ほぼできている

C．あまりできていない

D．ほとんどできていない

A．充分にできている

B．ほぼできている

C．あまりできていない

D．ほとんどできていない

A．充分にできている

B．ほぼできている

C．あまりできていない

D．ほとんどできていない

A．充分にできている A．充分にできている

B．ほぼできている B．ほぼできている

C．あまりできていない C．あまりできていない

D．ほとんどできていない D．ほとんどできていない

A．充分にできている A．充分にできている

B．ほぼできている B．ほぼできている

C．あまりできていない C．あまりできていない

D．ほとんどできていない D．ほとんどできていない

23
重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできること
を十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と共
にチームで支援に取り組んでいる

重度化、終末に対する対応方針を定め、家
族、医師、看護師を交えて話し合いを行って
います。また、状態の変化があるごとに、ご家
族の気持ちの変化や思いに注意を払い支援
につなげています。

22 入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情
報交換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に
備えて病院関係者との関係づくりを行っている

入院時には本人に関する情報を入院連絡票
にて医療関係に提供し、可能な限り職員が見
舞うようにしています。感染症拡大防止の為
直接見舞いにいけない場合は、電話にて状
況を確認しています。また、ご家族とも情報交
換しながら、回復状況等速やかな退院支援に
つなげています。

21 かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切
な医療を受けられるように支援している

利用者本人やご家族が希望されるかかりつ
け医医となっています。受診や通院はご本人
の希望に応じて対応しています。事業所での
協力で医療を受けられるようご家族と協力し
ながら通院介助を行っています。

20 地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本
人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽し
むことができるよう支援している

地域住民の方や、ボランティアとの交流や、
消防・学校関係からの定期的な訪問により、
周辺からのご理解・ご協力が得られる体制が
できています。現在は、新型コロナウィルス感
染拡大防止の為、地域住民の方やボランティ
ア、学校との交流は控えています

現在、感染拡大防止の為ボランティアの依頼がで
きていないが、軽体操を取り入れながら工夫して
います。

19
一人ひとりを支えるための事業所の多
機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサー
ビスの多機能化に取り組んでいる

利用者の状態を職員間で情報共有しながら、
変化があった時は家族の協力をいただきな
がら支援しています。

家族の情報をもとに、本人の状態に合わせて対
応しています。

18 個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

職員が気付いたことや、利用者の状態変化
は個々のケア記録に記入し、健康状態や
日々の暮らし、本人の言動・行動、エピソード
等を記録してケアプランに反映させています。

17 チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの
意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作
成している

利用者やご家族との普段の関わりの中で、ご
意見やご要望を尋ね、反映させるようにして
います。また、職員間で意見交換を行い、ケ
アプランにつなげています。

適切に家族との関わりながら介護計画を作成して
います。

Ⅱ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

16 思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方、生活環境、一日の過ごし
方の希望や意向の把握に努めている

利用者一人ひとりの思い、望む暮らしをお聴
きし、ご家族と検討しながら、その思いに少し
でも近づけて行けるように支援しています。
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31 排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立にむけた支援、便秘の予防等、個々に
応じた予防に取り組んでいる

入居者一人ひとりの排泄状況をチェック表に
記録し、排泄パターンの把握に努めていま
す。定時のオムツ交換やトイレ誘導、また、本
人の訴えがあった時のは速やかに誘導を行
い清潔保持に努めています。

30 口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る

毎食後の口腔ケアも入居者一人ひとりに合っ
た対応をし、清潔保持に努めています。また、
週3回のポリデント洗浄も行っています。毎月
1回訪問歯科にて診療していただき、アドバイ
スをいただいています。

29 栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた
支援をしている

食事量や水分量の摂取状況を、毎日チェック
表に記録し、職員間で情報共有しています。
入居者に合わせておかゆ、刻み、トロミなどで
対応しています。献立を作る際も、偏らないよ
うに注意しています。

28 食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

一人ひとりの好き嫌いを把握し、その方に
合った食事を提供しています。食べたいもの
があった際は、献立を作る際に活用していま
す。

27 日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりの日常生活における希望や意向、暮らしのペース
を大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希望に
そって支援している

利用者の日々の生活に合わせ、心身状態に
合った個別性のある支援を行っています。何
か要望や希望があった時は、職員で話し合っ
て対応しています。

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

26 一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている

利用者一人ひとりの人格を尊重し、その方そ
の方に合った対応を心がけるよう、ミーティン
グ等で話し合っています。

25 災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域
との協力体制を築いている

4月と10月の年2回、利用者と一緒に消防訓
練を行っています。地域の協力体制について
は、自治会にお願いしたり、運営推進会議で
議題を出し、協力体制を作っています。また、
近隣の職員や寮生からの応援体制も取って
います。

年2回、消防署の立ち合いで実行しています。

24 急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている

消防署の協力を得て、緊急時のマニュアル、
消防訓練による心肺蘇生法等行い、初期対
応の訓練に取り組んでいます。利用者一人ひ
とりの状態を把握し、急変時・事故発生時に
備えての対応の仕方などをミーティング等で
勉強会を行っています。
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39 居心地のよい共用空間づくり

建物内部は一人ひとりの身体機能やわかる力を活か
して、安全かつできるだけ自立した生活が送れるよう
に工夫している。共用の空間が、利用者にとって不快
や混乱をまねくような刺激がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、一人ひとりが居心地よく過
ごせるような工夫をしている

利用者に合わせて使いやすく馴染みの物を
取り入れ、心地いい空間を作れるようにして
います。フロアの飾りつけや家具の配置は、
利用者と一緒に考え、利用者が使いやすいよ
うにしています。

38 電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

利用者や家族からの希望があった際に、電
話や手紙を出せるように支援しています。ま
た、家族の面会や電話があった際に状況報
告しています。

37 お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり
使えるように支援している

必要なときは家族へ連絡し、預り金として管
理しています。ホームでの買い物の際に買い
に行っています。

36 日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援している

天気や本人の気分など状況に応じて季節を肌で感じてもらう
ために、日光浴や駐車場の散歩、行事の見学など行っていま
す。現在は新型コロナウィルス感染拡大予防の為、散歩や見
学は行えていませんが、玄関先での日光浴などされていま
す。

施設内での散歩を工夫しながら行っています。

35 役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている

利用者一人ひとりに合った役割や楽しみを共
有しています。洗濯物をたたんで頂いたり、新
聞たたみをしていただいています。

できる範囲で洗濯物たたみや新聞たたみをしてい
ただき、お楽しみ会も計画されています。

34 服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

職員が1週間単位で保管し,入居者一人ひとり
の服薬状況を把握しています。誤薬防止の
為、職員2名で名前と服薬時を確認し、手渡し
にて服用してもらっています。服用し終えるま
での見守りもしっかり行っています。

33 安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る

日中のレクリエーション活動などで体を動かし
ていただき、夜間の安眠につなげています。
また、寝付けない時は声掛けを行い、落ち着
くまで見守りを行って対応しています。

32 入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々にそった支援をしている

入居者の健康チェックを行い、週2回は入浴
できるように支援しています。拒否がある場
合は無理強いせず、タイミングを見て入浴で
きるときに対応しています。
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47
本人は、自分がいきいきと過ごす会話のひと時
や、活動場面を日々の暮らしの中で得ることがで
きている

本人が楽しみながら生活を送れるように、利
用者が会話をしやすい雰囲気づくりに努め支
援しています。

46

本人が持つ力の活用

本人は、自分ができること・できないこと、わかる
こと・わからないことを踏まえた、役割や、楽しみ
ごとを行うことができている

利用者一人ひとりの状況を把握し、その人に
合ったことをしていただけるよに職員間で情
報共有しながら支援しています。また、できな
いことやわからないことは、職員が一緒にす
ることで支援しています。

43

生活の継続性

本人は、自分のペースで、これまでの暮らしの習
慣にあった生活ができている

職員間で本人の状況を共有し、利用者一人
ひとりのペースに合わせて対応できるように
支援しています。

44
本人は、自分のなじみのものや、大切にしている
ものを、身近（自室等）に持つことができている

利用者が持ってきたものや、家族からお預か
りしたものは、本人の自室内で本人の目につ
きやすいところ、手の届くところ、本人が希望
する場所に配置しています。

45
本人は、自分の意向、希望によって、戸外に出か
けることや、催（祭）事に参加することができてい
る

本人や家族の希望に応じて外出できる体制
ができています。しかし、現在は新型コロナ
ウィルス感染症拡大予防の観点から、お控え
いただいています。

現在、新型コロナウィルス感染症拡大予防の観
点から、控えています。

41
本人は、自分の生活歴や友人関係、暮らしの習
慣、特徴など様々な情報をもとに、ケア・支援を受
けることができている

本人や家族から、生活歴などをお聴きし、そ
の情報を職員間で共有し、支援につなげてい
ます。

Ⅳ．本人暮らしの状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項目）

40

本人主体の暮らし

本人は、自分の思い、願い、日々の暮らし方の意
向に沿った暮らしができている

入居時に利用者本人の思いをお聴きし、希望
に合わせて支援しています。。また、日々の
暮らしの中でご希望があれば、その都度聞き
入れ、対応しています。

42
本人は、自分の健康面・医療面・安全面・環境面
について、日々の状況をもとに、ケア・支援を受け
ることができている

利用者の毎日の健康チェックを行い、状態の
把握を行っています。異常があればすぐに医
師や看護師に相談し、対応しています。また、
利用中一人ひとりの持病や、注意する点を把
握し、本人に合わせた支援を行っています。
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49 総合
本人は、このGHにいることで、職員や地域の人々
と親しみ、安心の日々、よりよい日々をおくること
ができている

全職員は挨拶だけでなく、利用者一人ひとりと声
掛けや介助を通して信頼関係を築いていけるよう
に支援しています。また、地域の方の面会や交流
会ができるときは、職員も中に入り、親しい関係を
築けるように支援しています。「この施設に入って
良かった」と安心して過ごしていただけるように、
利用者の気持ちに寄り添っています。

利用者の気持ちに寄り添って、一人一人の思い
を汲み取り信頼関係を築いています。

本人が持つ力の活用

48
本人は、自分なりに近隣や地域の人々と関わっ
たり、交流することができている

地域の方の面会や、交流会にて地域の方々
との関わりを支援できる体制ができています
が、現在面会や交流会は、新型コロナウィル
ス感染症拡大予防の観点から、お控えいただ
いています。

現在は家族のみの面会で、窓越しでの会話と
なっています。


